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エアーショットＤＸの技術原理

• 日本・台湾・韓国・欧米など一流の技術が結集した
新世代の製品です。

• 特殊な素材と磁 力 を使用して皮膚に均一塗布でき導
入することができます

• 約 秒の新世代の モデルは、より安全・高
速・非侵襲的（生体を傷つけない）で効果的です。

• 美と肌の若返りの つの技術原理の組み合わせを採用。
• タイプのアトマイザーにより、瞬時に肌に導入
されます。

• コラーゲン細胞を活性化することにってしわ・リフ
トアップ・および引き締めが期待できます。



エアーショットＤＸの5つの主要技術原理

 深部伝導
 皮膚再生
 細胞亀裂
 マイクロセル覚醒
 皮膚の「中胚葉」に医薬品を注入するメソセラピー
しわの除去、フェイスリフト、セルライトの減少、皮膚の引き締めの効果を実現します。

水分

After：肌のキメが整う: 肌が乾燥・シワ



エアーショットＤＸの特徴

肌を整える 皮膚に潤いを与
える

肌を引き締める肌のキメを整える



エアーショットＤＸの操作方法

機器が電源に接続されていることを確認し、スイッチをオンにすると、
画面が点灯し、正常に起動します。

（エンター）を押すと図 が表示されます（ 、 、 、 ）
を押すと 図 が表示されます。
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２．図 で「 」を選択してください。画像 が表示されたら、「 」の
下の「 」を押し、「 」を押すと、ガンが徐々に表示されます。次に、ア
ンプルボトルから「 」 製品を抽出し、ガンに固定します。「投与量」
の下の「＋」を押して（「 」は左側の つの目盛りを示します）、
「 」を押して操作を開始します。 体の部位を治療するには図 で
「 」を押してください。 警告サインが表示された場合は、「 」を押し
てください。マシンが再起動します。
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操作設定

赤︓先端に取り付けるカードリッチの分量に合わせてショット数
をセットする。
（ で３０ショット）

黄︓１回のショット分量をセットします。
（ で１回分量が ）

緑︓スタートボタンです。
（このボタンを１回押してください）



連続して使用する場合の操作方法

①３０ショット終わり２本目、３本目と連続して使用する際は、
ショット終わりましたら

赤→黄→緑 の順番で押し設定画面に戻ります。

②画面右下の ボタンを１回タッチして戻ってください。

③再度、操作設定しそのまま続けてください。



誤作動による先端が戻らない場合のリセット方法

使用後、この様に中に納まらなくなった場合

① を１回タッチ



②＋を押し３０ショットにし
を押す

④先端が止まるのを待つ



④赤→黄→緑 の順番で押す

⑤セット画面に戻ります
ボタンを３秒程長押しすると

自動で先端が動き始め本体の中に全て入ります。

これでリセット完了です。



エアーショットＤＸのスペック

 環境要件：

1.周囲温度: -5。C～50. C /

2.相対湿度: 20% ～90% (結露なきこと)

 電源仕様 (AC入力)：

110Ｖ50～60Hz / 220V50～60Hz

 電源表示:

1.スタンバイ電力：10W

2.最大電力：300W



エアーショットＤＸ使用注意事項

操作後は、操作部分を手で絞らないでください。体格の異なる人にとって、スプレー後のパ
フォーマンスは異なります。
使用後 日程度は化粧をしない、日焼けに注意する、温泉に浸からない、運動をしない、マ
スクをする。
使用後の初期傷部位は使用禁止です。歯に金属が入っている人は使用禁止です。
手術を受けていたり、深い剥離から回復していない人は使用できません。放射線治療を 受け
ている人は施術できません。
お手入れ後は、軟膏、スキンケア製品、化粧品を使用しないでください。
未成年の方のご利用はご遠慮ください。



エアーショットＤＸ使用注意事項

使い捨てのアタッチメントですので、一度使用すると使用できなくなります。新しくアタッ
チメントご使用ください。
手順に従って使用する必要があります。連続使用すると、機器が熱くなる可能性があり、熱
は自動的に冷却されます。一定の加が加えると、動作を停止しますので、 冷えるまでお待ち
ください。使用。

3. 30分間使用後、5分間冷ましてから使用してください。

保証

保証: 本体は1年、ハンドピースは か月の保証になります。以降は有償修理。

保証期間内であっても、以下の場合は有償修理となりますのでご注意ください。 A. 不適切な
使用による故障; B. 人為的な故障;など（タッチ、落下など）
製品の不適切な改造または破壊に起因する故障。*マニュアルに従って使用してください。


